








はじめに 

 慢性腎疾患児における運動許容量の決定は、特に進行の予想される症例においては慎重

を期すべきと思われ、運動時の種々な変化の十分な検討が必要である。 

 私達は、これまでの予備的な検討結果をふまえ、微小変化型ネフローゼを除く種々の慢

性腎疾患児にトレッドミルによる中等度～高度の運動負荷を行なって、安静日での変化と

比較検討した。 


